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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

 

１ 会議名 令和２年度 第１回 長岡市障害者施策推進協議会 

２ 開催日時 令和２年８月21日（金曜日） 

午前10時30分から午前11時30分まで 

３ 開催場所 まちなかキャンパス長岡 ３階 301会議室 

４ 出席者名 （委 員）五十嵐委員   池野委員    井上委員 

田中（晋）委員 田中（春）委員 棚橋委員 

 沼田委員    野口委員    小林委員 

長谷川委員   林委員     藤田委員 

堀委員     堀口委員    本田委員 

山口委員    横田委員    米山委員 

（事務局）福祉保健部長 

     福祉総務課長ほか関係職員 

福祉課長ほか関係職員 

子ども・子育て課長ほか関係職員 

保育課課長 

長岡市社会福祉協議会事務局長 

      

５ 欠席者名 （委 員）土田委員 

６ 議題 （１）第５期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、第１期障害児

福祉計画の進歩状況について 

（２）第６期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画、第２期障害児

福祉計画の策定について 

（３）長岡市地域福祉計画の中間見直しについて 

（４）その他 
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７ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

福祉保健部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課課長補佐 

 

福祉総務課長 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

〇福祉保健部長あいさつ 

本協議会は、委員の任期が今年度から３年間ということで、皆様

にはお引き受けいただき感謝申し上げる。今年度は計画策定年度の

ため、何かとお世話になることが多くなるが、是非ともご協力をお

願いしたい。 

長岡市の障害者・福祉の取り組みは、小さな声にもしっかり耳を

傾けてきめ細やかに対応していると、県外の方やマスコミ関係から

評価をいただくことが多いが、非常に嬉しく思う反面、私共として

は問題意識を常に持っている。市民の皆様の声を拾いきれているの

か、サービスの質、量が保たれているのかということについて、常

に問題意識を持ち、皆様からも様々なご意見ご指摘をしていただき

ながら、よりよい障害者施策を作り上げていきたいと考えている。

皆様からは、それぞれの立場、それぞれの専門分野からご指摘やご

意見をお願いしたい。 

本日はコロナ対策を取る中での会議となるため、できるだけ短時

間で有意義な会議にしたいと思うので、皆様からもご理解、ご協力

をお願い申し上げる。 

 

〇配付資料の確認等 

 

〇長岡市障害者施策推進協議会の概要について 

（資料 No.１に沿って説明） 

※委員からの質問等なし 

 

〇委員長、副委員長の選任について 

（資料 No.１に沿って説明） 

 ※長谷川委員から委員長に本田委員、副委員長に米山委員を推薦

する提案があり、委員から承認を得た。 

 

〇委員長あいさつ 

 今年は精神保健法が出来て 70 年、そして知的障害福祉法が出来

て 60 年という節目の年になる。その間、障害者総合支援法制定な

どがあったが、これらはすべて、誰もが健やかで元気に安心して暮
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副委員長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

福祉課長 

子ども・子育て課長 

保育課長 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らせる地域共生社会の実現につながる。この考え方は本計画の中に

も貫かれているものである。 

 ３年間、皆さんと一緒に第６期の計画を作っていきたいと思って

いるのでお願いしたい。 

 

〇副委員長あいさつ 

 先ほど会長のほうから話があったように、長岡市については障害

者の推進を市民一体ということで進んでいきたいという形もある

ので、皆さんから率直な意見をどんどん出し合い、より長岡市の障

害者施策が推進できるようにしていきたいと思うのでご協力をお

願いしたい。 

 

〇会議の傍聴・公開についての確認 

 ※傍聴者なし 

 

〇議題 

（１）第５期障害者基本計画・障害者福祉計画、第１期障害児福祉

計画の進捗状況について 

 

  

（資料 No.２－１～２－５に沿って説明） 

 

 

 資料 No.２を中心に福祉課、子ども・子育て課、保育課から説明

があった。皆様の中で質問等あれば、遠慮なくお願いしたい。 

 

 視覚障害という立場でお聞きするが、訪問系サービスに同行援護

というのがある。これまでの３か年の計画が 759、805、851 と数字

が少しずつ上がってはいるが、残念ながら実績は 562、540 と下が

っており、視覚障害者の皆様は同行援護に大変な期待をしている。

福祉課から介護ヘルパーの養成にも力を入れてもらっており、大変

感謝をしているが、利用が減っているのは何かあってのことなの

か。 

もう一点は、こころの健康相談というものがあり、アルコール依

存症やうつ、生きづらさを抱えた人たちに対する様々な手当がされ

ているわけだが、これは病気予防、障害疾病予防といった大変意味
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福祉課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

があり、大事なことだと思う。障害施策ということで、疾病予防と

障害予防の違いというか、一挙に語っていいものなのか、障害者の

定義についてお答えいただきたい。整理をして、予防と障害施策に

分けたほうがいいと思う。 

 

（同行援護に関する質問について） 

 資料 No.２－２同行援護、視覚障害者が外出するときの支援のサ

ービスの数値については、利用時間数が年々減っているというよう

な状況である。利用人数については、計画値が利用人数 35人分で、

実績でも 35 人分というように利用人数は計画に近い人数で推移し

ているが、一人当たりの利用時間が減っていると、総時間数として

も実績が減ってきているということがある。昨年度末、福祉サービ

ス等の供給実態調査ということで、利用したいサービスがどれくら

い使われているのか、ニーズを満たせているのかいう風な調査をし

ておりますけど、そちらの方は同行援護については、サービスを使

いたくても使えないという結果にはなっていない状況である。 

 

（こころの健康相談に関する質問について）  

 補足説明させていただくと、こころの健康相談については、資料

No.２－１の６ページ整理番号 15 番に実績の方を掲載してあるが、

健康課の所管の当該項目については、第５期計画を見ると、保健医

療の充実という章になっており、病気などの早期発見が早期治療に

つながるというところで、障害やアルコールなどの依存症に至る前

に早期発見をしましょうという意味合いで、この項目を設けられて

いる。疾病予防と障害予防の違いというところでお話があったが、

計画の中でそういう意味合いで、掲載していること補足したい。 

 

 予防と施策の話が出たが、予防は障害者個人の意思にもよるかも

しれないが、自立をしたいということを推進するための予防という

形になると思う。施策については、予防という施策もあるし、その

中の支援しなくてはいけない施策もある。施策の中に予防も含めて

良いと考える。 

 

その他皆さんから御質問などあればお願いしたい。 

 

 新型コロナウイルス感染症との関係だが、今年であれば２月中旬
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福祉総務課 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

から３月はだいぶ自粛、あるいは事業計画を中止しているものがた

くさんある。我々、医療関係では、エチケット、自粛ムードがある

ため、今年度を含めてだいぶ下がるのではないかということで、今

までの流れと傾向とは今年は考え方を変えないといけないのかな

と思う。これから３年間を含めて、新しい価値観で考えていかなく

てはいけない部分もあると考えるということを追加で発言させて

いただく。 

 

 

（２）第６期障害者基本計画・障害者福祉計画、第２期障害児福祉

計画の策定について 

 

（資料 No.３－１、３－２に沿って説明） 

 

第６期の障害者基本計画、障害者福祉計画、障害児福祉計画に関

して、皆様の中で質問があればお願いしたい。 

 

計画策定にあたり、お願いいたしことを３点申し上げる。 

１点目について、市の福祉課の主催でここ数年、職員対応力向上

講座をやっており、私も参加して話をするのだが、市職員の皆様に

は大変良い講座ではないかと思っている。以前は、民間はとてもよ

かったけど市の対応はどうもだめだと言われた時代があったが、最

近は逆になっている。市職員の対応が大変上がってきていると思

う。今後、民間の対応力向上を図っていくような施策ができないか

なと考えている。 

２点目は、昨年度の施策協議会でもお話ししたが、文化活動に対

する支援に関してである。私が所属している身体障害者団体連合会

が今年設立 50 周年を迎え、その記念の事業として、障害者に特化

した川柳、障害をユーモアで笑い飛ばそうをテーマにネット上で募

集をかけたところ、全国から予想を超える 1,400 近くの応募があっ

た。それだけ障害者の皆さんがこの生活を何かで表現したいという

意欲の表れだとを思う。第５期まではスポーツの計画だとか項目と

して取り上げているが、アール・ブリュット展、ふれ愛コンサート、

社協でも障害者文化祭やクリスマスファミリーコンサートをやっ

ている。そういった文化を支援する項目を是非計画に盛り込んでい

ただけないか。できれば疎遠になりがちな劇場へ足を運んで芸術に
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委員長 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉総務課長補佐 

触れるという取り組みを障害者団体としても取り組みたいと思っ

ている。そういったものを支援するということも検討してほしい。 

３点目は道路について。視覚障害者や車いす利用者は、歩道の段

差は大変気になるところであり、道路建設に関しては、大変力を入

れてもらいきれいな道路ができてきている。だが、未だに市設の道

路になるとかなり凸凹がある。一番目に付くのは、きれいな歩道に

関わらず、車がお店から出るために、わざわざ歩道を削って切り下

げをして、平らだった歩道がその店の前だけ凹んでしまい、大変歩

きづらいという状況になっている。今後はそのような対策も含めた

道路建設についても検討してほしい。 

 

 今３点ほどあったが、是非、勘案して計画を立てていただきたい

と思う。対応力の向上、文化活動の支援、あるいはハード面の道路

関係について配慮をお願いしたいということである。よろしくお願

いしたい。 

 

 今後の検討に加えさせていただく。 

 

 

（３）地域福祉計画の中間見直しについて 

 

（資料 No.４に沿って説明） 

 

 本日は主に今後どのように次期計画を決めていくか、第６期が中

心であったが、計画・実行・見直しという中での現計画についても

触れられた。全体通して、質問あるいは意見があればどうぞ。 

急かして申し訳ないが、ちょうど時間になったので、ここで終わ

りたいと思う。なお、皆様の中で質問・意見等々あれば、市職員に

対し直接質問していただいてもよろしいかと思う。縦横の線という

か、お互い線を結びながら進んでいきたい。 

 他になければ、事務局へ進行をお返しする。 

 

 

〇閉会（事務連絡） 

・次回の本協議会は、９月下旬以降の開催を予定している。委員

の皆様には、開催日時が決まり次第速やかにご案内させていた
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だく。 

 ・本日の会議録議事録については、後日皆様にお送りする。なお、

長岡市のホームページにも会議録を掲載するので、ご承知おき

いただきたい。 

  

８ 会議資料   別添のとおり 

 

 


